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楊　
　
　
　

穎

北
村
透
谷
と
中
国
の
古
典
詩
人

	

― 「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
と
「
ほ
た
る
」
を
中
心
に
―

は
じ
め
に

北
村
透
谷
の
作
品
に
関
す
る
受
容
に
つ
い
て
、
今
ま
で
、
西
洋
の
思
想
・
文
学
と
の
関
連
は
か
な
り
解
明
さ
れ
て
い
る
が
、
和
漢
文

学
、
特
に
漢
文
学
と
の
関
連
に
つ
い
て
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
な
い
点
が
多
い
。

透
谷
は
明
治
十
四
年
、
家
族
と
と
も
に
上
京
し
、
泰
明
小
学
校
に
転
校
し
た
。
明
治
十
五
年
一
月
、
泰
明
小
学
校
を
卒
業
し
、
岡
千

仭
の
綏
猷
堂
に
入
っ
た（
１
）。
神
辺
靖
光
の
研
究（
２
）に
よ
れ
ば
、
明
治
初
期
の
漢
学
塾
に
お
い
て
も
、
四
書
五
経
が
漢
学
塾
の
必
修
科
目
で
あ

る
こ
と
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。「
明
治
五
年
・
開
学
願
書
」
中
に
、
教
科
書
が
記
載
さ
れ
て
あ
る
二
十
七
塾
に
は
透
谷
が
在
学
し
た
岡
千

仭
の
綏
猷
堂
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
二
十
七
塾
に
つ
い
て
使

用
教
科
書
を
集
計
し
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
表
は
二
十
七
塾
の
漢
籍
重
視
の
度
合
い
を
表
し
て
い
る
。

透
谷
は
そ
の
後
、
山
梨
県
南
巨
摩
郡
睦
合
村
南
部
に
あ
っ
た
近

藤
喜
則
経
営
の
基
督
教
主
義
を
加
味
し
た
英
・
漢
・
数
の
私
塾

蒙
軒
学
社
に
入
っ
た
。「
当
時
生
徒
は
三
十
五
六
人
で
あ
つ
た
。

み
な
毎
日
の
よ
う
に
唐
詩
と
漢
文
を
作
ら
さ
れ
た（
３
）」
と
、
勝
本

清
一
郎
は
、
当
時
、
甲
州
の
蒙
軒
学
社
で
透
谷
と
同
窓
だ
っ
た
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尾
島
牧
師
か
ら
聞
い
て
い
た
話
で
あ
る
。
十
六
～
八
歳
ご
ろ
の
透
谷
は
唐
詩
を
沢
山
作
っ
て
い
た
。
後
年
透
谷
の
妻
に
な
っ
た
美
那
子

の
話
は
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る（
４
）。
現
存
す
る
透
谷
の
詩
は
十
六
歳
の
時
に
ガ
ラ
ス
写
真
の
桐
箱
の
蓋
の
表
裏
に
一
首
ず
つ
書
い
た
七
言

絶
句
と
、「
富
士
山
遊
び
の
記
憶
」
の
中
の
七
絶
一
首
、
五
言
と
七
言
と
を
交
互
に
混
え
た
長
詩
一
篇
と
五
七
・
七
五
体
の
短
詩
一
首
で

あ
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
、
勝
本
は
「
当
時
の
透
谷
は
ま
だ
日
本
語
の
詩
を
作
り
始
め
る
事
に
は
全
然
目
覚
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

つ
て
、
そ
こ
に
何
年
か
の
漢
詩
製
作
時
代
が
あ
つ
た
わ
け
で
あ
つ
た
。
ま
た
後
年
の
日
本
語
の
詩
や
散
文
に
於
い
て
も
漢
文
風
の
漢
字

の
當
て
か
た
は
、
死
の
年
に
至
る
ま
で
透
谷
の
作
品
の
特
色
で
あ
つ
た
。
従
つ
て
、
ど
こ
か
で
少
年
透
谷
が
漢
詩
漢
文
を
か
な
り
や
ら

さ
れ
た
所
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
述
て
い
る
。

明
治
十
六
年
九
月
、
透
谷
は
東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大
学
の
前
身
）
の
政
治
科
に
入
り
、「（
和
漢
文
学
）
の
文
章
規
範
、
八
家
文
、

史
記
」「（
作
文
）
の
和
漢
作
文
」
な
ど
を
多
少
履
修
し
た
（
柳
田
泉
の
「
透
谷
伝
の
一
節（
５
）」）。
こ
の
当
時
に
つ
い
て
透
谷
は
「
生
は
常

に
学
問
の
仕
方
は
自
ら
脩
め
自
ら
窮
む
る
禅
宗
臭
い
説
を
持
ち
居
け
り
、
左
れ
ば
、
学
校
に
在
り
て
も
教
科
書
を
し
ら
べ
ん
よ
り
は
数

多
の
書
史
に
渉
獵
す
る
こ
そ
面
白
し
と
、
日
々
書
籍
室
に
入
り
て
漸
く
鬱
を
慰
め
居
け
り（
６
）」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
透
谷
の
読

書
範
囲
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
楠
公
三
代
記
、
漢
楚
軍
談
、
三
国
志
等
」
の
英
雄
小
説
の
レ
ベ
ル
の
枠
を
越
え
出
て
、
伝
習
録
、
韓
非
子
、

荘
子
な
ど
の
中
国
の
思
想
家
の
本
に
ま
で
も
及
ん
だ
。

透
谷
が
そ
の
著
作
の
中
で
触
れ
て
い
る
中
国
人
は
思
想
家
（
韓
非
子
、
老
子
、
荘
子
、
孔
子
、
孟
軻
、
王
陽
明
）、
詩
人
（
白
楽
天
、

陶
淵
明
、
高
青
邱
、
韓
愈
）、
英
雄
（
岳
飛
、
張
巡
、
項
羽
、
漢
王
）
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
透
谷
死
後
、
友
人
・
平
田
禿

木
も
透
谷
が
高
青
邱
を
愛
読
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
、
高
青
邱
の
詩
句
（「
青
邱
子
歌
」
と
「
感
舊
酬
宋
軍
咨
見
寄
」）
を
借
り
て
、
透

谷
を
偲
ん
で
い
る（
７
）。

従
来
の
先
行
研
究
で
は
、
透
谷
の
思
想
と
老
荘
思
想
及
び
王
陽
明
の
思
想
と
の
関
係
を
扱
っ
た
も
の
が
多
い（
８
）。
本
論
文
で
は
、
作
品

分
析
を
中
心
と
し
、
透
谷
の
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」（『
白
表
・
女
学
雑
誌
』
第
三
三
二
号
、
明
治
二
十
五
年
十
一
月
十
九
日
）
と
陶
淵
明
の

「
乞
食
」
と
の
関
連
性
を
検
討
し
、
ま
た
、
島
崎
藤
村
（
詳
細
は
後
述
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
ほ
た
る
」（『
三
籟
』
第
四
号
、

明
治
二
十
六
年
六
月
三
十
日
）
と
杜
甫
の
「
蛍
火
」
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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一　

透
谷
と
陶
淵
明
の
﹁
乞
食
﹂

明
治
二
十
五
年
十
一
月
五
日
、
透
谷
が
東
禅
寺
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
頃
に
、
按
摩
男
か
ら
聞
い
た
と
い
う
「
実
聞
」
に
よ
り
、
書

か
れ
た
「
鬼
心
非
鬼
心
（
実
聞
）」
が
『
女
学
雑
誌
』
に
発
表
さ
れ
た
。
実
直
な
か
つ
ぎ
売
り
の
八
百
屋
を
経
営
す
る
夫
婦
は
数
年
来
の

金
融
の
逼
迫
に
よ
り
、
不
正
の
損
失
を
蒙
り
、
妻
が
気
鬱
に
罹
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
日
、
妻
の
口
か
ら
「
も
し
こ
の
小
児
な
か
り

せ
ば
、
日
々
に
二
銭
を
省
く
こ
と
を
得
べ
き
に
」
と
い
う
言
葉
が
洩
れ
た
。
結
局
、
妻
は
息
子
を
殺
し
た
後
に
、
自
分
も
狂
っ
た
と
い

う
物
語
で
あ
る
。
こ
の
物
語
を
聞
い
て
か
ら
、
透
谷
は
以
下
の
よ
う
に
歎
き
に
沈
む
。

 

昨
夜
は
淵
明
が
食
を
乞
ふ
の
詩
を
読
み
て
、
其
清
節
の
高
き
に
服
し
、
今
夜
は
惨
憺
た
る
実
聞
を
も
の
し
て
、
思
は
ず
袖
を
湿
ら

し
け
り
。

 

半
月
後
、
透
谷
は
同
じ
雑
誌
で
も
の
し
り
の
「
乞
食
」
と
「
浮
世
人
」
と
の
問
答
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」（『
白
表
・

女
学
雑
誌
』
第
三
三
二
号
、
明
治
二
十
五
年
十
一
月
十
九
日
）
を
発
表
し
た
。
こ
の
作
品
は
「
瘠
せ
に
や
せ
」「
枯
れ
に
か
れ
」「
何
を

病
み
」「
な
や
み
」
て
か
、「
み
に
く
」
く
「
い
た
ま
し
」
く
、
ど
こ
の
誰
と
も
知
ら
ず
、「
親
」
や
「
子
」、「
妻
」
や
「
妹
」
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
と
疑
わ
れ
る
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
の
姿
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
後
の
「
客
居
偶
録
」
に
も
『
エ
マ
ル
ソ
ン
』
に
も
陶
淵
明
の
名

前
が
繰
り
返
し
引
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
宮
崎
湖
處
子
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
と
陶
淵
明
の
比
較
論
に
刺
激
さ
れ
、
エ
マ
ー
ソ
ン
と
中
国

の
詩
人
（
陶
淵
明
・
王
陽
明
・
孟
軻
）
の
類
似
を
指
摘
し
て
い
る（
９
）。
た
だ
し
、
当
時
病
気
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
透
谷
は
そ
れ
ら
に
関

す
る
比
較
に
つ
い
て
は
「
之
を
後
の
学
者
に
残
し
置
く
こ
と
ゝ
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
言
っ
て
い
る
。

１　

透
谷
と
陶
淵
明
︵﹃
文
章
規
範
﹄
と
友
人
・
宮
崎
湖
處
子
︶

透
谷
の
陶
淵
明
へ
の
愛
好
は
い
つ
か
ら
な
の
か
詳
細
は
分
か
ら
な
い
が
、
遅
く
と
も
東
京
専
門
学
校
の
政
治
科
に
入
る
頃
か
ら
だ
ろ

う
。
透
谷
が
『
文
章
規
範
』
を
履
修
し
た
こ
と
が
柳
田
泉
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
書
は
、
韓
愈
・
柳
宗
元
・
欧
陽
脩
・



北
村
透
谷
と
中
国
の
古
典
詩
人

99

蘇
洵
・
蘇
軾
な
ど
、
古
文
の
大
家
の
作
品
を
集
め
た
も
の
で
、
例
外
と
し
て
、
諸
葛
亮
（「
前
出
師
表
」）・
陶
淵
明
（「
帰
去
来
辞
」）
と

い
う
六
朝
以
前
の
作
家
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
十
八
年
の
紀
行
文
「
富
士
山
遊
び
の
記
憶
」
の
中
に
漢
詩
が
三
首
あ

る
。
最
後
の
一
首
は
、
透
谷
が
富
士
山
の
頂
上
に
つ
い
て
か
ら
書
い
た
漢
詩
で
あ
る
。「
自
驚
天
地
大
（
自
ら
驚
く　

天
地
大
な
り
）
恍

視
山
川
一
様
清
（
恍
と
し
て
山
川
を
視
れ
ば
一
様
に
清
し
）
感
情
出
憶
外
（
感
情　

憶
外
に
出
る
）
悠
然
下
瞰
白
雲
行
（
悠
然
と
し
て

下
瞰
す（

（1
（

）」
と
い
う
詩
の
中
の
「
悠
然
」
は
陶
淵
明
が
よ
く
使
う
言
葉
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
飲
酒
」
の
「
采
菊
東
籬
下　

悠
然
見
南
山

（
菊
を
東
籬
の
下
に
採
り
、
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
）」、「
帰
鳥
」
の
「
日
夕
氣
清　

悠
然
其
懐
（
日
夕
気
清
し
、
悠
然
と
し
て
其
れ

懐
ふ
）」
及
び
「
癸
卯
歳
始
春
懐
古
田
舎
」
の
「
是
以
植
杖
翁　

悠
然
不
復
返
（
こ
れ
を
以
て
植
杖
の
翁
、
悠
然
と
し
て
復
た
返
ら
ず
）」

な
ど
で
あ
る
。

東
京
専
門
学
校
政
治
科
に
入
学
し
た
翌
年
、
つ
ま
り
、「
七
月
二
十
六
日
、
宮
崎
湖
處
子
、
東
京
専
門
学
校
政
治
経
済
学
科
に
入
学
、

夏
に
透
谷
と
相
知
る（

（1
（

」
こ
と
と
な
る
。
少
年
時
代
か
ら
陶
淵
明
を
愛
読
し
て
い
た
宮
崎
湖
處
子
は
明
治
二
十
三
年
六
月
、『
帰
省
』
を
刊

行
し
、
故
郷
を
賛
美
し
た
田
園
文
学
の
嚆
矢
と
し
て
好
評
を
得
た
。『
帰
省
』
九
章
の
ほ
と
ん
ど
の
冒
頭
に
陶
淵
明
の
詩
が
置
か
れ
て
い

る（
（1
（

。
明
治
二
十
五
年
八
月
か
ら
『
国
民
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
「
帰
去
来
」（
八
月
二
十
四
日
～
九
月
十
八
日
）
は
再
び
東
京
か
ら
故
郷

ま
で
の
紀
行
文
で
あ
る
。
題
名
は
陶
淵
明
の
「
帰
去
来
辞
」
か
ら
借
り
た
も
の
で
あ
る
。
湖
處
子
が
透
谷
と
再
会
し
た
の
は
恐
ら
く
「
楚

囚
之
詩
」
出
版
の
直
後
で
あ
っ
た（

（1
（

。
そ
の
時
期
か
ら
透
谷
の
自
殺
ま
で
「
暇
あ
る
毎
に
君
を
訪
ふ
」
と
あ
る
。
二
人
が
陶
淵
明
に
つ
い

て
も
い
ろ
い
ろ
語
り
合
っ
た
こ
と
は
想
像
に
し
難
し
く
な
い
。
陶
淵
明
と
透
谷
に
関
す
る
先
行
研
究
は
少
な
い
が
、
佐
藤
善
也
の
注
釈

に
よ
る
『
北
村
透
谷
と
徳
富
蘆
花
集
』
に
、「
蓬
莱
曲
」
序
の
「
蓬
莱
山
は
古
来
端
雲
の
靉
靆
く
と
こ
ろ
、
楽
仙
の
盤
桓
す
る
と
こ
ろ
」

の
「
盤
桓
」
は
陶
淵
明
の
「
帰
去
来
辞
」
中
の
「
撫
孤
松
以
盤
桓
」
に
見
え
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、「
蓬
莱
曲
」
の
発
行
所
で
あ
る
養

真
堂
の
「
養
真
」
は
陶
淵
明
の
「
辛
丑
歳
七
月
赴
仮
還
江
陵
夜
行
塗
口
」
中
の
語
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る（

（1
（

。

２　

透
谷
の
﹁
ゆ
き
だ
ふ
れ
﹂
と
陶
淵
明
の
﹁
乞
食
﹂

「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
は
明
治
二
十
五
年
十
一
月
十
九
日
『
白
表
・
女
学
雑
誌
』
第
三
三
二
号
に
発
表
さ
れ
、
も
の
し
り
の
「
乞
食
」
と

「
浮
世
人
」
と
の
問
答
で
構
成
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
全
体
は
五
部
に
分
か
れ
、「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
が
、
世
間
の
声
に
対
し
て
、
み
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な
「
家
」
を
持
ち
、
故
郷
を
持
つ
世
間
人
の
次
元
の
低
さ
を
笑
う
内
心
の
言
葉
を
語
っ
て
い
る
抒
情
詩
で
あ
る
。
一
方
、
十
四
行
か
ら

な
る
陶
淵
明
の
「
乞
食
」
は
自
分
を
乞
食
に
喩
え
て
、
飢
え
に
苦
し
め
ら
れ
、
さ
ま
よ
う
姿
を
描
い
た
詩
で
あ
る
。

以
下
、
両
作
品
の
類
似
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
の
第
一
部
と
「
乞
食
」
を
掲
げ
る
。

○
瘠
せ
に
や
せ
た
る
そ
の
す
が
た
、

　

枯
れ
に
か
れ
た
る
そ
の
か
た
ち
、

　
　
　

何
を
病
み
て
か
さ
は
か
れ
し
、

　
　
　

何
を
な
や
み
て
左さ

は
や
せ
し
。

○
み
に
く
さ
よ
、
あ
は
れ
そ
の
す
が
た
、

　

い
た
ま
し
や
、
あ
は
れ
そ
の
か
た
ち
、

　
　
　

い
づ
く
の
誰
れ
ぞ
何な
に

人び
と

ぞ
。

　
　
　

里
は
い
づ
く
ぞ
、
ど
の
は
て
ぞ
。

○
親
は
あ
ら
ず
や
子
も
あ
ら
ず
や
、

　

妻
も
あ
ら
ず
や
妹い
も

も
あ
ら
ず
や
、

　
　
　

あ
は
れ
こ
の
人
も
の
言
は
ず
、

　
　
　

も
の
を
言
は
ぬ
は
唖
な
ら
む
。

○
唖
に
も
あ
ら
ぬ
舌
あ
ら
ば
、

　

い
か
に
た
び
ゞ
と
か
た
ら
ず
や
。

　
　
　

い
づ
く
の
里
を
迷
ひ
出で

て
、

　
　
　

い
づ
く
の
里
に
行
く
も
の
ぞ
。

 

引
用
文
の
傍
線
部
に
よ
り
、「
里
は
い
づ
く
ぞ
、
ど
の
は
て
ぞ
」「
い
づ
く
の
里
を
迷
ひ
出
て
」「
い
づ
く
の
里
に
行
く
も
の
ぞ
」
の
よ
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う
な
ど
こ
へ
い
く
の
か
分
か
ら
な
い
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　

乞
食　
　
　
　
　
　
　

食
を
乞
う　
　
　
　
　
　

陶
淵
明

飢
來
驅
我
去　
　
　
　

飢
来
つ
て
我
を
駆
り
去ゆ

か
し
む

不
知
竟
何
之　
　
　
　

知
ら
ず　

竟つ
ひ

に
何い
づ

く
に
之ゆ

か
ん

行
行
至
斯
里　
　
　
　

行
き
行
き
て
斯
の
里
に
至
り

叩
門
拙
言
辭　
　
　
　

門
を
叩
い
て
言
辞
拙
し

主
人
解
余
意　
　
　
　

主
人
は
余
の
意
を
解
し

遺
贈
豈
虚
來　
　
　
　

遺
贈
あ
り　

豈
に
虚む
だ

に
来
ら
ん
や

談
諧
終
日
夕　
　
　
　

談
諧
し
て
日
夕
を
終お

え

觴
至
輒
傾
杯　
　
　
　

觴
至
れ
ば
輒す
な
わち
杯
を
傾
く

情
欣
新
知
歡　
　
　
　

情
は
欣
ぶ　

新
知
の
歓

言
詠
遂
賦
詩　
　
　
　

言
詠
し
て
遂
に
詩
を
賦
す

感
子
漂
母
惠　
　
　
　

子
が
漂
母
の
惠
み
に
感
じ

愧
我
非
韓
才　
　
　
　

我
の
韓
才
に
非
ざ
る
を
愧
づ

銜
戢
知
何
謝　
　
　
　

銜
戢　

何
も
て
謝
す
る
を
知
ら
ん
や

冥
報
以
相
貽　
　
　
　

冥
報　

以
て
相
貽お
く

ら
ん

 

「
何
之
」、「
行
行
」
と
い
う
言
葉
は
主
人
公
が
飢
え
で
食
を
乞
お
う
と
思
う
が
、
そ
ん
な
お
の
れ
を
恥
じ
る
矛
盾
し
た
気
持
ち
が
表
現

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
と
う
と
う
何
処
と
定
め
る
こ
と
な
く
、
歩
き
歩
い
て
遂
に
里
に
至
る
。
透
谷
の
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
の
「
里
」、「
い

づ
く
」「
迷
ひ
出
て
」
の
言
葉
遣
い
は
お
そ
ら
く
陶
淵
明
の
「
乞
食
」
に
由
来
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
透
谷
の
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
の
第
三

部
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
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○
こ
は
め
づ
ら
し
き
も
の
ご
ひ
よ
、

　

唖
に
は
あ
ら
で
も
の
し
り
の
、

　
　
　

乞こ
つ

食じ
き

の
す
が
た
し
て
來
た
り
け
り
。

　
　
　

い
な
乞こ
つ

食じ
き

の
物
知
顏
ぞ
あ
は
れ
な
る
。

○
誰
れ
か
れ
と
言
ひ
あ
は
し
つ
、

　

物
を
も
た
ら
し
、
つ
ど
ひ
し
に
、

　
　
　

物
は
乞
は
ず
に
立
去
れ
と
、

　
　
　

言
ふ
顏つ

ら

に
く
し
も
の
し
り
こ
じ
き
。

○
里
も
な
く
家
も
な
き
身
に
あ
り
な
が
ら
、

　

里
も
あ
り
家
も
あ
る
身
を
の
ゝ
し
る
は
、

　
　
　

を
こ
な
る
心
の
し
れ
も
の
ぞ
、

　
　
　

乞こ
つ

食じ
き

の
も
の
し
り
あ
は
れ
な
り
。

○
世
に
も
人
に
も
す
て
ら
れ
は
て
し
、

　
　
　

恥
ら
ふ
べ
き
身
を
知
る
や
知
ら
ず
や
、

　
　
　

浮
世
人
と
そ
し
ら
る
ゝ
わ
れ
ら
は
、

　
　
　

汝い
ま
しが
友
な
ら
ず
、
い
ざ
行
か
な
む
。

 

「
唖
に
は
あ
ら
で
」、「
物
は
乞
は
ず
に
立
去
れ
と
」、「
言
ふ
顏
に
く
」
い
姿
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
陶
淵
明
の
「
乞

食
」
も
同
じ
よ
う
に
、「
門
を
叩
い
て
言
辞
拙
し
」
と
あ
る
。
こ
の
「
言
辞
拙
し
」
は
透
谷
の
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
と
一
致
し
て
い
る
。「
ゆ

き
だ
ふ
れ
」
発
表
の
一
週
間
後
、「
餓
」
と
い
う
エ
ッ
セ
ー
が
発
表
さ
れ
、
透
谷
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 

「
餓
」
は
実
に
大
敵
な
り
。
別
し
て
精
神
的
人
物
の
大
敵
な
り
。
多
数
の
人
、「
餓
」
の
為
に
其
の
気
節
を
枉
ぐ
。
彼
は
常
に
吾
人
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の
周
囲
に
毒
箭
を
注
射
す
。
そ
の
箭
一
矢
は
一
矢
だ
け
吾
人
を
吾
人
の
正
当
の
位
地
よ
り
傷
く
る
事
つ
ね
な
り
。

 
尋
常
以
上
の
気
骨
あ
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
、「
餓
」
の
悪
敵
よ
り
射
出
す
毒
箭
の
害
を
被
る
こ
と
な
き
能
は
ず
。
滔
々
た
る

天
下
、「
餓
」
の
奴
隷
た
ら
ざ
る
も
の
幾
個
か
あ
る
。（『
平
和
』
第
八
号
、
明
治
二
十
五
年
十
一
月
二
十
六
日
）

 

こ
こ
で
も
ま
た
透
谷
は
餓
え
に
よ
る
精
神
へ
の
侵
害
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
半
年
後
の
「
客
居
偶
録
」
で
は
、
透
谷
が
陶

淵
明
の
「
乞
食
」
の
詩
へ
の
感
服
の
余
韻
が
ま
だ
続
い
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

 

天
の
人
に
対
す
る
何
ぞ
厚
薄
あ
ら
ん
。
富
め
る
も
の
驕
る
可
か
ら
ず
、
貧
し
き
も
の
何
ぞ
自
ら
愧
づ
る
を
須
ひ
ん
。
額
上
の
汗
は

天
与
の
黄
金
、
一
粒
の
米
は
之
れ
一
粒
の
玉
、
何
ぞ
金
殿
玉
楼
の
人
を
羨
ま
む
。
唯
だ
憫
れ
む
べ
き
は
食
を
乞
ふ
の
人
。
天
の
彼
を

罰
す
る
か
、
彼
の
自
ら
罰
す
る
か
、
韓
郎
の
古
事
、
世
に
期
し
難
く
、
靖
節
の
幽
意
、
人
の
悟
る
こ
と
な
し
。（『
評
論
』
第
九
号
、

明
治
二
十
六
年
七
月
二
十
九
日
）

 

夕
食
を
済
ま
せ
て
戸
外
に
出
た
透
谷
は
五
十
ぐ
ら
い
の
老
爺
が
木
車
を
挽
き
、
十
歳
ほ
ど
の
子
供
が
小
鼓
を
打
ち
な
が
ら
乗
る
姿
を

見
て
、「
当
年
豪
雄
の
戦
士
、
官
軍
を
悩
ま
し
。
奥
州
の
気
運
を
支
へ
た
り
し
快
男
子
、
今
は
即
ち
落
魄
し
て
主
従
唯
だ
二
個
、
異
境
に

彷
徨
し
て
漁
童
の
嘲
罵
に
遭
ふ
。
然
も
主
は
僕
を
捨
て
ず
、
僕
は
主
を
離
れ
ず
」
と
想
像
を
膨
ら
ま
せ
た
。
透
谷
は
こ
の
風
景
に
感
動

を
覚
え
、
こ
の
二
人
に
食
事
を
施
す
。

 

襌
羽
子
悄
然
と
し
て
立
つ
こ
と
少
時
、
渠
を
招
き
て
与
に
車
を
推
し
、
之
を
小
亭
に
引
き
て
飯
を
命
じ
、
鮮
魚
を
宰
し
て
食
は
し

め
、
未
だ
言
を
交
ゆ
る
事
多
か
ら
ず
、
そ
の
旧
事
を
回
想
せ
し
め
ん
事
を
恐
る
れ
ば
な
り
。
わ
れ
先
づ
去
る
、
去
る
時
語
な
く
、
無

限
の
情
あ
り
。

 

陶
淵
明
の
「
乞
食
」
の
主
人
が
自
分
の
意
を
解
し
、
飲
食
を
さ
せ
て
く
れ
た
「
主
人
は
余
の
意
を
解
し
、
遺
贈
あ
り　

豈
に
虚
に
来
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ら
ん
や
」
と
い
う
や
り
と
り
と
同
じ
よ
う
に
、
透
谷
も
老
僕
を
店
に
引
き
入
れ
、
飯
を
注
文
し
、
彼
ら
に
と
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
不
可

能
だ
っ
た
鮮
魚
を
た
べ
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
食
を
終
え
た
陶
淵
明
と
主
人
の
「
談
諧
し
て
日
夕
を
終
え
、
觴
至
れ
ば
輒
ち
杯
を
傾
く
」、

つ
ま
り
、
夕
方
ま
で
談
笑
し
、
杯
を
出
さ
れ
る
と
一
気
に
飲
み
干
す
と
い
う
愉
快
な
雰
囲
気
に
対
し
て
、
透
谷
の
方
は
旧
事
を
思
い
出

さ
せ
な
い
よ
う
に
と
言
葉
も
あ
ま
り
交
わ
さ
ず
、
自
分
か
ら
先
に
去
っ
た
が
、
言
葉
な
く
と
も
無
限
の
情
が
あ
っ
た
。「
乞
食
」
の
主
人

は
快
活
な
雰
囲
気
で
相
手
に
恥
ず
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
が
、
一
方
、
透
谷
は
無
言
で
先
に
去
る
こ
と
で
、
別
趣
の
思
い
や
り
が
感

じ
ら
れ
る
。

二　

透
谷
と
杜
甫
の
﹁
蛍
火
﹂

透
谷
は
詩
作
上
の
絶
筆
と
な
る
「
露
の
い
の
ち
」
を
描
き
出
す
ま
で
の
五
个
月
の
間
に
、
作
品
中
に
「
ほ
た
る
」・「
蝶
」・「
露
」
の

三
つ
の
モ
チ
ー
フ
を
用
い
て
い
る
。
透
谷
の
残
り
少
な
い
余
命
に
お
い
て
、「
ほ
た
る
」
は
作
品
の
中
心
モ
チ
ー
フ
と
し
て
選
ば
れ
た
。

「
ほ
た
る
」
の
モ
チ
ー
フ
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
作
品
の
解
釈
に
と
ど
ま
り
、
作
品
の
受
容
に
つ
い
て
の
指
摘
は
無

か
っ
た
。

「
ほ
た
る
」
が
発
表
さ
れ
た
五
十
年
後
、
つ
ま
り
、
一
九
三
四
年
二
月
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
雑
誌
の
正
系
と
い
え
る
位
置
を
占
め
る
雑

誌
『
詩
精
神
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
そ
の
創
刊
号
の
巻
頭
に
は
透
谷
の
遺
稿
「
夢
中
の
詩
人
」
に
続
い
て
「
藤
村
氏
に
透
谷
を
き
く
」「
透

谷
に
つ
い
て
」
な
ど
の
記
事
が
並
ん
で
い
る
。「
藤
村
氏
に
透
谷
を
き
く
」
に
は

 

北
村
氏
は
杜
子
美
を
読
み
、
余
程
影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
は
れ
る
蛍
の
詩
に
「
腐
草
を
出
で
て
」
と
い
う
句
が
あ
り
ま
す
ね
。

あ
れ
な
ど
杜
子
美
そ
の
ま
ゝ
だ
つ
た
と
思
ひ
ま
す
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、『
詩
精
神
』
を
創
刊
し
た
新
井
徹
が
藤
村
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
も
の
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
後
年
の
研
究
者
で
あ

る
尾
西
康
充
も
藤
村
の
こ
の
発
言
を
引
用
し
て
い
る（

（1
（

が
、
こ
の
論
文
は
『
詩
精
神
』
を
中
心
と
し
、
特
に
、
梅
川
文
男
ら
若
い
詩
人
た
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ち
が
ど
の
よ
う
に
「
高
く
翔
っ
た
透
谷
の
精
神
を
嗣
」
ぎ
、「
政
治
的
敗
北
を
乗
り
越
え
」
よ
う
と
し
た
の
か
を
論
じ
た
も
の
で
、
透
谷

の
「
ほ
た
る
」
と
杜
甫
の
詩
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
関
心
を
寄
せ
て
い
な
い
。

１　

透
谷
の
﹁
ほ
た
る
﹂
と
杜
甫
の
﹁
蛍
火
﹂

落
日
の
光
茫
も
収
ま
っ
た
た
そ
が
れ
時
、
も
の
み
な
静
寂
に
ひ
た
る
細
川
の
水
辺
に
姿
を
あ
ら
わ
し
た
「
ほ
た
る
」
は
、
草
陰
に
「
わ

づ
か
に
影
を
点
」
し
て
、
月
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
、
た
ち
ま
ち
空
に
消
え
て
い
く
。
全
詩
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

ゆ
ふ
べ
の
暉ひ
か
りを
さ
ま
り
て
、

　
　

ま
づ
暮
れ
か
ゝ
る
草
陰
に
、

わ
づ
か
に
影
を
點し

る

せ
ど
も
、

　
　

な
ほ
身
を
恥
づ
る
け
し
き
あ
り
。

羽
虫
を
逐
ふ
て
細
川
の
、

　
　

淺
瀬
を
は
し
る
若
鮎
が
、

靜
ま
る
頃
や
ほ
た
る
火
は
、

　
　

低
く
水
邊
を
わ
た
り
行
く
。

腐ふ

草さ
う

に
生
を
う
く
る
身
の
、

　
　

か
な
し
や
月
に
照
ら
さ
れ
て
、

も
と
の
草
に
も
か
へ
ら
ず
に
、

　
　

た
ち
ま
ち
空そ

ら

に
消
え
に
け
り
。
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一
方
、
杜
甫
の
「
蛍
火
」
は
寓
意
的
な
詠
物
詩
で
あ
る
。
宮
中
に
蔓
延
し
て
い
た
悪
い
宦
官
た
ち
の
事
を
誹
る
為
に
螢
を
借
り
て
作
っ

た
詩
で
あ
る
。

　

螢
火　
　
　
　
　
　
　

蛍け
い

火く
わ　
　
　
　
　
　
　

杜
甫

幸
因
腐
草
出　
　
　
　

幸
に
腐
草
に
因
り
て
出
づ

敢
近
太
陽
飛　
　
　
　

敢
へ
て
太
陽
に
近
づ
き
て
飛
ば
ん
や

未
足
臨
書
卷　
　
　
　

未
だ
書
巻
に
臨
む
に
足
ら
ず

時
能
點
客
衣　
　
　
　

時
に
能よ

く
客
衣
に
点
ず

隨
風
隔
幔
小　
　
　
　

風
に
随
ひ
て
幔
を
隔
て
て
小
さ
く

帶
雨
傍
林
微　
　
　
　

雨
を
帯
び
て
林
に
傍そ

い
て
微
な
り

十
月
清
霜
重　
　
　
　

十
月　

清
霜
重し
げ

し

飄
零
何
處
歸　
　
　
　

飄
零　

何
れ
の
処
に
か
帰
ら
ん

 

「
腐
草
」
か
ら
生
ま
れ
た
螢
は
、
日
陰
に
生
息
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
胆
に
も
太
陽
に
近
ず
こ
う
な
ど
と
は
し
な
い
。
一
方
、
透
谷
の

「
ほ
た
る
」
も
、「
身
を
恥
づ
る
」
こ
と
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
杜
甫
の
「
太
陽
」
に
対
照
的
な
「
月
」
を
描
き
、
加
え
て
、
そ
の
自
ら

輝
く
太
陽
に
「
近
づ
」
く
と
い
う
主
体
的
な
行
為
と
は
逆
の
客
体
的
な
発
想
で
「
照
ら
さ
れ
」
る
「
ほ
た
る
」
を
描
い
て
い
る
。

杜
甫
の
「
蛍
火
」
の
第
三
、
四
句
で
は
、
い
ま
だ
書
を
読
む
に
十
分
な
数
で
は
な
い
が
、
旅
人
の
衣
服
に
く
っ
つ
い
て
明
る
く
照
ら

す
く
ら
い
の
微
小
な
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
一
方
、
透
谷
の
「
ほ
た
る
」
で
は
「
客
衣
」
を
「
点
」
す
ど
こ
ろ
か
、「
暮
れ
か
ゝ
る
草

陰
に
」、「
わ
づ
か
に
」、
着
物
で
は
な
く
「
影
」
だ
け
を
「
点
」
し
て
い
る
。
透
谷
は
、
杜
甫
の
「
蛍
火
」
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
さ
ら

に
憐
れ
な
存
在
と
し
て
「
ほ
た
る
」
を
描
い
て
い
る
。



北
村
透
谷
と
中
国
の
古
典
詩
人

107

２　
﹁
ほ
た
る
﹂
と
﹁
蛍
﹂︵
草
稿
︶
の
相
違
点

「
ほ
た
る
」
は
明
治
二
十
六
年
六
月
三
十
日
『
三
籟
』
第
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
透
谷
没
後
、
明
治
三
十
一
年
一
月
一
日
『
文
学
界
』

終
刊
号
（
第
五
十
八
号
）
に
自
筆
草
稿
の
「
蛍
」
が
掲
載
さ
れ
た
。「
蛍
」
と
「
ほ
た
る
」
の
間
に
、
漢
字
の
使
い
方
の
相
違
を
除
い
て

殆
ん
ど
大
き
な
変
化
は
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
橋
詰
静
子
の
精
緻
な
考
察
が
あ
る（

（1
（

。「
蛍
」
の
最
終
連
を
挙
げ
よ
う
。

　

螢
（
草
稿
）

腐ふ

草さ
う

に
生
を
享う

け
し
身
の

　

月
の
光
に
照て
ら

さ
れ
て

も
と
の
草
に
も
か
へ
ら
ず
に

　

た
ち
ま
ち
空そ
ら

に
歸
り
け
り

 

橋
詰
静
子
は
第
一
行
に
関
し
て
、
草
稿
で
は
「
生
を
享
け
し
身
の
」
と
な
っ
て
お
り
、
発
表
本
文
の
「
生
を
う
く
る
身
の
」
と
大
き

な
相
違
が
あ
る
と
言
う
。
前
者
は
「
文
法
上
の
受
身
形
ま
た
は
過
去
形
の
印
象
が
強
く
、
更
に
「
享
」
と
い
う
漢
字
が
与
え
る
︿
享
受
﹀

に
通
ず
る
︿
～
さ
せ
て
く
だ
さ
い
﹀
の
印
象
を
留
め
る
の
に
対
し
て
」、
後
者
は
「
や
る
せ
な
い
悲
劇
の
身
上
を
繰
返
す
被
造
物
と
し

て
、
ひ
と
り
わ
が
身
を
超
え
て
、
人
間
一
般
に
普
遍
化
す
る
響
き
を
含
ん
で
い
る
」
と
言
う
。
ま
た
、
最
後
の
行
の
「
帰
る
」「
消
え

る
」
の
相
違
が
重
要
で
、「
帰
る
」
に
は
「
も
と
あ
っ
た
状
態
に
戻
る
と
い
う
意
味
が
濃
厚
」
で
あ
り
、「
消
え
る
」
の
ほ
う
は
「
い
ず

こ
へ
と
も
な
く
行
く
と
い
っ
た
意
味
で
、
思
想
性
が
稀
薄
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
抒
情
的
な
色
合
が
濃
い
」
と
い
う
。
橋
詰
論
文
で
は

発
表
本
文
と
草
稿
と
の
相
違
が
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
理
由
に
つ
い
は
触
れ
て
い
な
い
。
何
故
、
草
稿
で
は
「
享
」
と
「
帰
」

な
の
か
。
藤
村
の
指
摘
を
た
ど
る
と
、
草
稿
と
発
表
本
文
の
相
違
が
明
瞭
に
な
る
と
思
う
。　

草
稿
の
「
生
を
享
け
し
身
の
」
の
「
享
」
と
い
う
字
の
使
用
は
杜
甫
の
「
蛍
火
」
の
「
幸
に
腐
草
に
因
り
て
出
づ
」
の
「
幸
」
に
由

来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
「
享
」
と
い
う
字
は
も
て
な
し
を
う
け
る
と
い
っ
た
あ
り
が
た
み
の
あ
る
「
享
け
る
」
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
腐
草
か
ら
生
ま
れ
る
の
を
厭
う
一
般
の
理
解
と
は
異
な
り
、
逆
に
そ
れ
を
喜
ん
で
う
け
い
れ
る
杜
甫
の
「
幸
」
と
同
様
、
幸
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い
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
う
け
て
、
透
谷
は
「
生
を
享
け
し
身
」
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
草
稿
に
あ
る
「
空
に
帰
り
け
り
」
は
杜
甫
の
「
蛍
火
」
の
最
終
句
「
飄
零　

何
れ
の
処
に
か
帰
ら
ん
」
と
関
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
杜
甫
に
は
「
螢
火
」
の
以
外
に
「
見
螢
火
」
詩
に
も
同
じ
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
終
句
に
は
「
來
歳
如
今
歸
未
歸
（
来ら
い

歳さ
い

如じ
ょ

今こ
ん

帰か
へ

る
や
未い
ま

だ
帰か
へ

ら
ざ
る
や
。）」
と
あ
る
。
透
谷
の
草
稿
に
お
け
る
「
帰
」
の
字
は
杜
甫
の
影
響
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

結　
　

び

本
論
文
で
は
、
漢
文
学
素
養
を
持
っ
て
い
た
透
谷
が
陶
淵
明
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
可
能
性
を
追
究
し
、
ま
た
、
明
治
二
十
五
年
十

一
月
五
日
、『
女
学
雑
誌
』
に
発
表
さ
れ
た
「
鬼
心
非
鬼
心
（
実
聞
）」
に
、
陶
淵
明
の
「
乞
食
」
に
感
服
し
た
透
谷
の
姿
が
見
え
た
上

で
、
そ
の
半
月
後
に
書
か
れ
た
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
と
陶
淵
明
の
「
乞
食
」
と
の
類
似
点
を
検
討
し
た
。
さ
ら
に
島
崎
藤
村
の
「
北
村
氏

は
杜
子
美
を
読
」
む
と
い
う
指
摘
に
基
づ
い
て
、
透
谷
の
「
ほ
た
る
」
と
杜
甫
の
「
蛍
火
」
の
関
連
を
分
析
し
、
今
ま
で
解
決
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
透
谷
の
「
ほ
た
る
」
と
自
筆
草
稿
「
蛍
」
と
の
用
字
の
違
い
を
杜
甫
の
「
蛍
火
」
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
透
谷
論
に

新
た
な
一
視
座
を
与
え
る
こ
と
を
試
み
た
。

注

（
１
）  

「
石
坂
ミ
ナ
宛
書
簡
」（
一
八
八
七
年
八
月
十
八
日
）『
透
谷
全
集
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
九
月
、
一
六
六
頁
。

（
２
）  

神
辺
靖
光
「
明
治
初
年
の
東
京
府
の
漢
学
塾
― 「
明
治
五
年
・
開
業
願
書
」
を
中
心
に
―
」『
幕
末
維
新
期
漢
学
塾
の
研
究
』
溪
水

社
、
二
〇
〇
三
年
二
月
、
三
〇
八
頁
。

（
３
）  

勝
本
清
一
郎
「
透
谷
と
蒙
軒
學
社
―
透
谷
の
綽
名
に
つ
い
て
―
」『
東
北
文
学
』
第
四
巻
三
号
、
一
九
七
九
年
三
月
、
六
十
四
頁
。

（
４
）  

「
其
の
頃
（
大
矢
さ
ん
と
仲
好
し
の
頃
―
引
用
者
注
）
は
漢
詩
を
作
つ
た
何
ん
で
も
大
矢
さ
ん
の
話
に
依
る
と
一
个
月
に
三
千
首
も
作

る
。
而
も
奇
妙
な
詩
句
を
並
べ
て
あ
る
の
で
大
矢
さ
ん
に
は
判
ら
な
か
つ
た
「
お
い
北
村
之
れ
は
何
だ
、
ち
つ
と
も
判
ら
な
い
ぢ
や
な
い
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か
と
云
は
れ
る
と
「
も
う
少
し
勉
強
す
る
さ
」
と
済
し
た
も
の
で
す
」
と
あ
る
。（
北
村
透
谷
未
亡
人
談
「
国
府
津
時
代
と
公
園
生
活
」、

『
新
天
地
』
明
治
四
十
一
年
十
月
号
）

（
５
）  
『
透
谷
全
集
』
第
一
巻
附
録
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
〇
年
七
月
、
六
頁
。

（
６
）  
「
石
坂
ミ
ナ
宛
書
簡
」（
一
八
八
七
年
八
月
十
八
日
）『
透
谷
全
集
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
九
月
、
一
六
七
頁
。

（
７
）  

平
田
禿
木
「
北
村
透
谷
―
故
北
村
透
谷
の
事
ど
も
―
」（『
中
央
文
学
』
大
正
八
年
七
月
号
）
に
は
「
問
題
の
北
村
透
谷
君
は
、
実

に
稀
れ
に
見
る
思
索
の
士
で
あ
つ
た
。
天
地
の
精
に
喰
い
入
ら
ね
ば
已
ま
ぬ
と
い
つ
た
慨
の
あ
つ
た
の
は
、
実
に
彼
の
人
だ
。
明
の
高
青

邱
の
詩
を
愛
読
し
て
、
一
方
な
ら
ず
こ
れ
に
傾
倒
し
て
ゐ
た
が
そ
の
『
青
邱
子
歌
』
の
一
節
の
如
き
は
確
か
に
君
の
意
気
を
語
つ
て
ゐ
る
、

『
向
水
際
独
坐
、
林
中
独
行
。
斲
元
気
、
搜
元
精
、
造
化
萬
物
難
隠
情
』。
そ
の
起
句
の
、『
青
邱
子
臞
而
清
。
本
是
五
云
閣
下
之
仙
卿
。
何

年
降
謫
在
世
間
。』
も
明
ら
か
に
君
の
風
貌
を
語
つ
て
ゐ
る
。『
臞
而
清
』、
あ
り
く
と
君
の
姿
が
偲
ば
れ
る
。」
と
「
吉
原
、
鈴
川
へ
の

『
春
』
の
旅
で
、
沼
津
か
ら
が
た
馬
車
へ
乗
つ
て
一
同
三
島
へ
向
つ
た
時
、
透
谷
君
が
御
者
台
へ
腰
を
下
し
て
、
自
ら
鞭
を
取
つ
た
時
の
、

凄
い
風
貌
は
、
同
人
誰
も
忘
れ
な
い
。
支
那
な
ら
ば
、『
少
為
闘
鶏
児
︙
︙
気
服
諸
侠
徒
。
不
依
父
与
兄
︙
︙
』」
の
二
箇
所
で
、
高
青
邱

の
「
青
邱
子
歌
」
と
「
感
舊
酬
宋
軍
咨
見
寄
」
を
借
り
、
透
谷
を
偲
ん
で
い
る
。

（
８
）  

山
田
謙
次
「
北
村
透
谷
に
お
け
る
陽
明
学
」（『
近
代
文
学
試
論
』
第
十
六
号
、
一
九
七
七
年
十
一
月
）、
槙
林
滉
二
「
北
村
透
谷
と
漢
学

―
陸
士
衡
、
荘
子
を
中
心
に
―
」（『
国
語
学
国
文
学
論
攷
』
溪
水
社
、
一
九
七
八
年
十
二
月
）、
蘭
明
「「
万
物
の
声
と
詩
人
」
に
お

け
る
老
荘
思
想
―
六
朝
文
論
と
の
類
似
性
か
ら
み
る
場
合
」（『
透
谷
と
現
代
』、
一
九
九
八
年
五
月
）
等
が
あ
る
。

（
９
）  

「
或
邊
に
於
て
は
、
彼
は
淵
明
に
似
た
り
と
も
云
ふ
べ
し
、
或
邊
に
於
て
は
彼
は
陽
明
に
似
た
り
と
も
い
ふ
べ
し
、
或
邊
に
於
て
は
、
彼

は
孟
軻
に
似
た
り
と
も
い
ふ
べ
し
」（『
透
谷
全
集
』
第
三
巻
）。

（
10
）  

注
釈
は
桶
谷
秀
昭
『
北
村
透
谷
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
十
一
月
）
に
よ
る
。

（
11
）  

『
北
村
透
谷
』「
年
譜
」
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
十
月
。

（
12
）  

第
一
の
冒
頭
に
「
帰
田
園
居
」
の
中
の
三
連
、
第
二
の
冒
頭
に
「
帰
去
来
辞
」
の
中
の
四
連
、
第
三
の
冒
頭
に
「
帰
田
園
居
」
の
中
の

六
連
、
第
四
の
冒
頭
に
「
帰
田
園
居
」
の
中
の
四
連
、
第
五
の
冒
頭
に
「
雅
詩
」
の
中
の
四
連
、
第
六
の
冒
頭
に
「
雑
詩
」
の
中
の
二
連
、

第
七
の
冒
頭
に
「
桃
花
源
詩
」
の
中
の
十
二
連
が
置
か
れ
て
い
る
。



中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
二
号

110

（
13
）  

宮
崎
湖
處
子
「
透
谷
庵
を
懐
ふ
」『
国
民
新
聞
』、
明
治
二
十
七
年
六
月
八
日
。

（
14
）  

佐
藤
善
也
『
北
村
透
谷
と
徳
富
蘆
花
集
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
八
月
、
六
八
頁
と
四
二
八
頁
。

（
15
）  
「
透
谷
を
嗣
ぐ
詩
人
た
ち
―
雑
誌
「
詩
精
神
」
と
梅
川
文
男
―
」『
国
文
学
攷
』
第
一
七
六
、一
七
七
号
合
併
号
、二
〇
〇
三
年
三
月
。

（
16
）  
「
空
に
帰
す
る
も
の
― 「
蛍
」「
ほ
た
る
」
論
―
」『
透
谷
詩
考
』
国
文
社
、
一
九
八
六
年
十
月
。




